
航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス

[特集]
ソニックブームはもっと小さくなる

低ソニックブーム
設計概念実証プロ
ジェクトが始動
［研究現場から］
その1
ドクターヘリ運航管理システム
の研究開発【後編】
その2
空力弾性の研究

　



低ソニックブーム設計概念
実証プロジェクトが始動



低減コンセプト実証への第１歩
ソニックブーム計測に成功

ソニックブーム計測システムの構成（１か所の例）

上昇開始 上昇中放球準備中。クレーン車に吊るされているのが供試体。
左が低ブーム波形モデル、右がＮ型波形モデル
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ソニックブーム計測　なぜ必要？

軸対称形状の供試体から
わかること

気象会議

今回の計測結果：上空500mに設置したマイクで計測した大気圧からの圧力変動の時間履歴

ソニックブームの正体である衝撃波は機体から
無数に発生する（解析図）。複雑な機体形状のソ
ニックブーム強度を推算・評価して機体形状に
反映する設計技術の検証には、今回取得した音
のデータが役立つ。

広大なエリアをネットワーク化するため中継点を設置した

落下可能領域内の計測ネットワーク
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Wi-Fi 中継用アンテナ

太陽電池パネル

計測点（ ）

計測点（ ） 計測点（ ）

計測点（ ）

計測可能領域

管制センター

落下可能領域
（100km×70km）



騒音基準策定に貢献

D-SEND#2 供試体

本田  雅久
D-SENDプロジェクトチーム
サブマネージャ

JAXA独自の低減コンセプト 胴体の上半分で空気抵抗を緩和、下半分で衝撃波を軽減する

特徴・カモノハシのような先端
　　・胴体中央よりやや後ろにくびれ
　　・胴体後部（お尻）に二段階の曲線

JAXA チーム（左）と現地チーム（右）

形に
すると



ドクターヘリ運航管理システム
の研究開発
－1秒でも早く！　救命率の向上を目指して－

データ通信のメリット

新しい運航管理の流れ

現状の運航管理

図 1　D-NETとGEMITSを使った運航管理の流れ

後編  運航管理の流れ



今後の計画

図 3　ドクターヘリによる患者搬送の様子

図 2　ドクターヘリ運航管理システムの全体構成

防災・小型機運航技術セクションのメンバー
（左より）小林啓二、奥野善則



空力弾性の研究
―フラッターの危険がない航空機のために―

フラッターの解析

フラッターとは？

図 2　複雑形状計算例

図 1　振動する翼に働く三つの力
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翼下面の圧力

圧 力 係 数

翼上面の圧力



研究担当メンバー
（左より）齊藤健一、吉本周生、玉山雅人

（右上）有薗　仁（米国にて長期在外勤務中）

実験も安全に

図 3　JAXA遷音速フラッタ－試験設備 図 4　風洞試験でフラッタ－が発生したところを撮影した
写真／

図５　フラッター危険度パラメーターの算出例（Peak-Hold法の例）
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後退翼

風洞壁



Interview「夢を飛ばす人々」Vol.19

　
　

管
制
室
に
い
て
ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム

は
聞
こ
え
ま
し
た
か
？

進
藤

計
測
の
プ
ロ

　
　

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
研
究
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
か
？

進
藤

　
　

そ
れ
で
超
音
速
機
技
術
の
研
究
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
計

測
の
プ
ロ
で
す
ね
。

進
藤

　
　

そ
れ
に
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

経
験
な
さ
っ
て
い
ま
す
ね
。

進
藤

①供試体。（右）低ブーム波形モデル、（左）Ｎ型波
形モデル②荷物も一緒にヘリコプターで移動③中継
点の設置。雪の中での作業もありました④ランチ中
の試験隊員⑤管制室で計測システムをモニタリング
する進藤さん⑥現地執務室

　
　

休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま

す
か
？

進
藤

　
　

今
後
の
目
標
は
？

進
藤

1

3

2

4

5

6



Interview
夢を飛ばす人々

Vol.19

ソニックブームを測るのにもってこい
の計測システムができました

　 D-SENDプロジェクトチーム
アソシエイトフェロー　進藤重美

しんどう・しげみ　
実験計画セクション
ソニックブーム計測システムの開発を担当

　
　

今
年
５
月
、
Ｄ

－

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
段
階
試
験
（
Ｄ

－

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
＃
１
）
が
成
功
裏
に

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
重
要
な
役
目
を
負
っ
て
い

る
「
ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
計
測
シ
ス
テ

ム
」。
そ
の
開
発
を
担
当
さ
れ
た
の

が
進
藤
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
で

す
。
＃
１
で
は
ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
計

測
班
長
と
し
て
試
験
地
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
も
赴
き
ま
し
た
。
現
地
で
の

様
子
を
中
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

（
特
集
頁
参
照
）

管
制
室
で
夜
通
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
　

Ｄ

－

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
＃
１
成
功
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
心
境
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

進
藤

　
　

試
験
期
間
中
、
進
藤
さ
ん
は
管
制

室
で
４
か
所
に
設
置
し
た
計
測
点
の
指

揮
を
と
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。
計

測
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で

は
心
配
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

進
藤

　
　

大
変
だ
っ
た
の
は
ど
ん
な
点
で
し

た
か
？

進
藤

　
　

現
場
で
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

進
藤

　
　

他
に
は
ど
ん
な
ご
苦
労
が
？

進
藤

　
　

独
自
に
開
発
し
た
計
測
シ
ス
テ
ム

だ
そ
う
で
す
が
、
ひ
と
こ
と
で
言
う
と

何
が
す
ご
い
の
で
す
か
？

進
藤

　
　

今
回
成
功
し
た
こ
と
で
、
お
す
す

め
の
計
測
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

進
藤

計
測
シ
ス
テ
ム
係
留
気
球



『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  第49回パリエアショー出展レポート

　2011年 6月20 ～ 26日にフランス・パリのル・ブルジェ空港で開催された
第49回パリエアショーに出展しました。パリエアショーは 2年に 1度開催され、
世界各国から30万人以上が訪れる、世界最大級の航空宇宙分野の国際展示会で
す。研究成果の発表や商談、情報交換の場として、 2千以上の企業・団体が出
展しました。場内には150機近くの本物の航空機が展示され、空を見上げると
航空機のデモフライトが行われるなど、航空ファンならずとも心躍る会場でした。
　JAXAのブースでは、静粛超音速研究機や極超音速実験機の模型、実際に研究
で使用した乱気流検知システムを展示し、JAXAの航空技術を海外へアピールす
るとともに、日本国内の宇宙航空産業の状況を紹介しました。前半のトレード
デーではスーツ姿のビジネスマンが、後半のパブリックデーでは航空ファンや
親子連れが多数来場し、JAXAの取り組みを紹介する良い機会になりました。

  　

　JAXAで航空技術の研究開発を行っているのが、航
空プログラムグループ。研究開発本部と協力しながら
実施しています。その活動と成果を技術講演と研究展
示で紹介するのが航空プログラムシンポジウムです。
　機体やエンジンの要素技術開発、次世代運航システ
ムの研究開発、次世代小型超音速旅客機実現のキー技
術であるソニックブーム低減技術の開発実証等、着実
に成果が出てきている最新の状況を、研究者が紹介し
ます。さらに特別講演として、神戸市北消防署の中地
弘幸氏に震災等における航空機による救援活動の事例
をご紹介いただくとともに、今後の課題等についてお
話いただきます。申し込みは不要です。ぜひご来場く
ださい。
日時●平成23年 9月 8日（木）10：00～ 16：45
場所●日本科学未来館みらいCANホール・会議室
お問い合わせ●JAXA調布広報 050-3362-8036

JAXAブース 極超音速機の研究を紹介している様子

第
2
回

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社
会
に
役
立
つ
J
A
X
A
の
航
空
技
術
研
究
開
発

術術
研研
究究
開開
発発

日時／
平成23年�月�日（木）
��：��～�
：��
場所／
みらいCANホール、会議室
（日本科学未来館）

主催／
宇宙航空研究開発機構　
航空プログラムグループ

聴講は自由、
無料です。

ムム

第2回航空プログラムシンポジウム　開催のお知らせ
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